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■営農情報だより…（家庭菜園アドバイス）にんじんの栽培について
■手軽に健康　手指体操…手のひらたたきで眠気を解消
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2021年応募入賞作品「そばの里 in 御嶽山」（開田高原）　撮影者：中西章様（木曽町日義）2021年応募入賞作品「そばの里 in 御嶽山」（開田高原）　撮影者：中西章様（木曽町日義）



※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。※各ニュースには、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の17の目標を表示しています。

枝剪定効果で梅酒用の梅収穫量増加 インゲン本格出荷、目揃え会で規格確認
　市場でも高い評価を得ている木曽産インゲ
ンが６月28日より出荷が始まりました。今年
の出荷目標は13,500ケース（１ケース２㎏）。
５月上旬の低温により生育の遅れがありました
が、今年も高値安定取引に向けて適期収穫と出
荷をめざしています。夏期からの本格出荷を前
に、ＪＡ上松支所園芸部会は７月13日に目揃
え会を開催しました。インゲンの当面の栽培管
理や出荷に当たっての収穫や荷作り上の注意点
など確認し合いました。インゲンの栽培戸数は
高齢化により減少傾向にありますが、現在ＪＡ
ではインゲンの生産拡大とともに新規生産者の
募集を行っています。

　６月28日　ＪＡ三岳梅生産部会（部会長：
田口豊也さん、部会員18人）は、収穫した梅
酒用の梅を塩尻市のワイン製造業者と県内市
場へ出荷しました。出荷者は12人。今年は昨
年開催した実付きをよくする枝の剪定講習会の
効果が表れ、収穫量は昨年より５割増の1,694
㎏となりました。収穫した梅の種類は昔から
の在来品種の「三尾紅梅」733㎏と戦後導入し
たやや大粒の「白加賀梅」961㎏でした。製造
加工される梅はまろやかで芳香な梅酒として、
「五一わいん」より販売されますので、ぜひ一
度ご賞味ください。

 収穫した梅を持ち込む生産者（三岳支所）収穫した梅を持ち込む生産者（三岳支所） 出荷規格を確認する生産者出荷規格を確認する生産者

御嶽はくさい、出荷最盛期へ、木祖・開田高原の産地ごとの査定会で規格確認
　木曽特産のブランド「御嶽はくさい」の収穫が
始まり、主産地の木祖と開田高原では７月から
10月まで出荷が続きます。木祖村では６月24日
に青木裕一さんが家族３人と共に、４月に苗で移
植したハクサイの初収穫を行い、250ケース（１
ケース15キロ）を京都の市場へ出荷しました。
青木さんは今年の栽培に向けて「高品質のハクサ
イを安定的に出荷したい」と話しました。
　７月にＪＡ野菜生産部会では、出荷本番に向け
た出荷基準の統一や品質の安定を期するための規
格査定会を12日に木祖村の小木曽予冷庫、21日

には木曽町開田高原の開田予冷庫で開催しまし
た。
　ハクサイは現在21戸が栽培し、今年は約51ヘ
クタールの作付けで約33万ケース（１ケース15
キロ）の出荷を見込んでいます。
　査定会では、ＪＡとＪＡ全農長野生産販売課よ
り生産経過と販売状況、野菜流通情勢等を報告。
ＪＡの営農技術員より、出荷規格のほか、適期収
穫に向けた栽培管理の徹底を呼び掛けました。技
術員は「選別と玉揃えを意識することも品質の安
定につながる」と指導しました。

家族でハクサイを収穫する青木さん（木祖）家族でハクサイを収穫する青木さん（木祖） 査定会で出荷規格を確認する生産者（小木曽予冷庫）査定会で出荷規格を確認する生産者（小木曽予冷庫）



皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽企画管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

開田小学校３年生、地元ハクサイ農家やＪＡ予冷庫を見学し、農家の仕事を学ぶ
　７月５日　開田小学校３年生８人
が、地域で働く人々について学ぶ社
会科授業の一環で、「御嶽はくさい」
を作っている農家の畑やハクサイを
集荷するＪＡの予冷庫を見学しまし
た。
　ＪＡ営農技術員の案内で、ＪＡ野
菜生産部会長の志水敏春さんのハク
サイ畑を訪れました。志水さんはハ
クサイの作り方などについて説明
し、児童からは畑の面積やハクサイ
の大きさ・重さ、出荷先などたくさ
んの質問を受けました。
　畑の見学後、開田予冷庫に行き、
予冷庫やハクサイ集荷作業などを見
学しました。ＪＡ営農技術員よりハ
クサイ農家の１年間の仕事の内容に
ついても説明を受けました。また生
ハクサイの美味しさを味わってもら
う試食も行いました。

盆前の小菊出荷本格化前に目揃え会ウェブで市場と野菜販売推進会議開催
　７月10日　ＪＡ花き生産部会は７月中下旬
から盆前の需要期前に本格化する量販店向けの
小菊の出荷目揃え会を大桑村の小菊生産者の畑
で開催し、12人が参加しました。ＪＡ全農長
野の北沢高則監理役とＪＡの狩戸公彦営農技術
員が収穫の時期（切り前）や出荷規格、水揚
げ、荷造りの注意点などを説明しました。北沢
監理役は「つぼみを見て色がわかる程度の硬さ
の時に切ること」「迷ったら切ること」など、
収穫時の見極めのポイントについて話し、生産
者はメモを取るなどして理解を深めました。今
年の出荷目標は３万５千本で狩戸技術員は「咲
きすぎに注意し、１本でも多く出荷してもらい
たい」と呼び掛けました。

　ＪＡ木曽と同野菜生産部会は、６月21日に
関東・中京・関西の青果市場の９社と７月９日
には京都の青果市場１社とそれぞれＷＥＢでつ
ないだリモート会議を開催しました。「御嶽は
くさい」の本格出荷を前に、生産状況、販売方
針、他産地の販売動向など意見を交わし、目標
達成に向けての意思統一を図りました。一昨年
までは販売促進会議としてＪＡ役職員や生産部
会役員らが市場のある大阪や京都、名古屋を実
際に訪れていましたが、新型コロナウイルス感
染症対策のため、ＷＥＢでの会議としました。
会議に出席した野菜生産部会の志水敏春部会長
は「品質の良いハクサイを精一杯作って送りた
い」と話しかけました。

小菊の切り前のポイントについて説明を聞く生産者小菊の切り前のポイントについて説明を聞く生産者 



女性部だより
ボランティア活動「エコキャップ選別・洗浄」
売却益でワクチン購入し寄付

さわやか教室
鳥居峠＆奈良井宿ウォーキング

　ＪＡ女性部ボランティア活動グループ「お助
け隊」や南木曽３支部、三岳支部は各支部で回
収したペットボトルキャップの選別と洗浄作業
を６月下旬から７月上旬にかけて行いました。
お助け隊はＪＡ三岳支所隣の集会所で３日間作
業を行い、支部での作業を含め延べ約50人が
参加しました。７月７日に伊那のリサイクル業
者へ持ち込み、売却しました。持ち込んだボト
ルキャップは360㎏（14万個相当）で、この
売却益で180人分のポリオワクチンを購入し、
ワクチン支援団体へ寄付しました。

　郡内ウォーキングとして、７月16日に奈良
井宿内を歩く「お手軽コース」（参加者10人）
と７月20日に薮原から鳥居峠を越えて奈良井
宿まで歩く「しっかりコース」（参加者25人）
とに分かれて実施しました。奈良井宿の散策で
は両コースとも奈良井支部の女性部員が見どこ
ろを案内しながら歩き、楢川歴史民俗資料館の
見学で奈良井宿の歴史文化に一目触れることも
できました。「しっかりコース」は、炎天下で
のウォーキングとなりましたが、奈良井宿まで
の古道を往時の旅人に思いを馳せ、約７キロの
ウォーキングを楽しみました。

６月23日　木祖支部　軽体操 ７月９日　日義支部　手芸教室

７月13日　お助け隊・ボランティア活動 ７月15日　読書支部　手芸教室

　部員13人が参加
し、「フレイル（虚
弱）」予防のための
健康体操をＪＡ生活
指導担当職員の指導
で行い、筋力アップ
のトレーニングを行
いました。

　コロナ禍で毎日欠
かせないマスクの収
納ボックスを作りまし
た。色とりどりのお
しゃれな布地を選び、
ボックスを組み立て、
布を貼り合わせて完
成です。12人参加。

　施設内の花壇や駐
車場周辺の草取りを
行いました。昨年は
雨天により中止とな
りましたが、今年は
晴天に恵まれ、きれ
いになりました。

　部員14人が参加
し、折りたたみのメ
ガネケースを作りま
した。好みの柄のち
りめんを選び、隣同
士で作り方を確認し
合いながら完成させ
ました。



ご相談・お問い合わせはご相談・お問い合わせは 農業生活部 農業生活部 農事園芸課 ☎農事園芸課 ☎（0264）（0264）22 ‒212822 ‒2128 農事園芸課農事園芸課 鈴木　航鈴木　航

　「緑黄色野菜の王様」ことにんじんですが、ポイントを押さえてチャレンジしてみましょう！
　８月播種で早ければ11月からの収穫となります。

にんじんの栽培について

■ 畑づくり
堆　肥： １㎡当たり３kg程度目安ですが、塊はほぐしてから入

れると良いでしょう。
肥　料： 苦土石灰１㎡当たり100ｇ、BBN552の場合１㎡当た

り60ｇ程度施肥します。
　土を十分耕すと、きれいなにんじんが作れますので、畝を作る
前にもう１回耕すと良いでしょう。
＊BBN552＝窒素・リン酸・カリウムを含む化成肥料

〈参考資料〉ＪＡファーム「栽培簡単マニュアル　にんじん」
　　　　　  https://www.nn.zennoh.or.jp/jafarm/manual/

■ 種まき
　にんじんは発芽不良での失敗が多いため、播種時のポイントを
押さえましょう。
　播種時期は７月中旬～８月中旬頃で、１㎝ほどの深さの溝を作
り、２～３㎜間隔ですじまきにしていきます。発芽に光を必要と
するため、５㎜程度の覆土とします。
　乾燥に弱く、かといって水をやりすぎても根張りが弱くなるた
め、覆土した後は鎮圧を行います。この鎮圧作業をすることに
よって発芽率が大きく変わります!!

■ 間引き
間引き１回目： 本葉２～３枚のときに株間２～３㎝になるよう間

引く（播種後30日頃）
間引き２回目： 本葉５～６枚のときに株間６～10㎝になるよう

間引く（播種後50日頃）
　しっかり間引いてあげることによって肥大も早くなります！
（間引いたのも捨てずに、おひたしなどにできます）

■ 追肥、土寄せ
　２回目の間引き時に追肥（NK204の場合１㎡当たり20ｇ）を
し、株元に土寄せをしてあげると、青首（緑化）を防げます。

■ 水管理
　２回目の間引きまでは適宜潅水し乾燥させず、その後は収穫ま
で潅水や追肥は控えましょう。

■ 収穫
　２回目の間引き以降、収穫まで水分や肥料を必要としないた
め、抑え気味で管理しましょう。肩が張り、根が太くなってきた
ら収穫適期です。適期を逃すと根割れの原因にもなりますので、
とり遅れには注意しましょう。

畑づくり

幅60～100㎝程度、高さ10～
20㎝程度の畝を立てます。

100㎝100㎝

種  ま  き まき溝を浅くつける

間  引  き
１回目

10㎝10㎝

２回目

畝の肩の土を
株元へ寄せる

条間に追肥し、
覆土しておく

追　　肥

追肥追肥

土寄せ・収穫

土寄せ
した土

根が露出するとその部分が緑化す
るので、土寄せしておく。根が肥
大したら収穫する。

し
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「
春
告
鳥
（
は
る
つ
げ
ど
り
）」
と
も

呼
ば
れ
る
ウ
グ
イ
ス
は
、
山
里
に
春
の
訪

れ
を
知
ら
せ
る
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
西
日
本
な
ど
温
暖
な
土
地
で
は
、

２
月
中
に
初
鳴
き
を
観
測
す
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
生
物
季
節
観
測
の
大
幅
縮

小
に
伴
い
、
２
０
２
１
年
か
ら
初
鳴
日
は

観
測
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
海
の
沿
岸
に
吹
く
、
北
〜
東
寄
り

の
風
を
指
し
ま
す
。
江
戸
時
代
、
蝦
夷
地

（
北
海
道
）
か
ら
大
坂
（
大
阪
）
に
向
か

う
北
前
船
に
は
追
い
風
（
順
風
）
と
な
っ

た
た
め
、
幸
運
の
風
と
し
て
好
ま
れ
た
と

い
い
ま
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
日
本

海
に
高
気
圧
が
進
ん
で
く
る
と
吹
き
や
す

く
な
り
ま
す
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大
気
中
に
細
か
い
粒
子
が
あ
る
と
、

真
っ
す
ぐ
進
ん
で
き
た
光
が
い
ろ
い
ろ
な

方
向
に
反
射
す
る
た
め
光
の
筋
が
見
え
ま

す
。
こ
の
現
象
に
よ
り
、
雲
の
切
れ
間
か

ら
漏
れ
た
太
陽
光
が
扇
状
に
見
え
る
の
は

「
光
芒
（
こ
う
ぼ
う
）」
と
呼
ば
れ
、
神
々

し
い
現
象
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
高
気
温
35
度
以
上
の
日
は
、
か
つ
て

正
式
な
呼
び
名
が
な
く
「
酷
暑
日
」
な
ど

と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
記
録

が
次
々
と
塗
り
替
え
ら
れ
る
中
、
い
よ
い

よ
高
温
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
と
な
り
、

２
０
０
７
年
の
予
報
用
語
改
正
で
「
熱
中

症
」
と
共
に
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
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天
気
予
報
の
な
い
大
昔
か
ら
、
人
々
は
季
節
ご
と
の
天
気
の
変
化
を

伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
を
生
み
出
し
後
世
に
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
言
葉
を
四
季
折
々
の
風
物
詩
、
私
た
ち
の
文
化
的
な
遺
産
で

あ
る
と
考
え
る
と
、
少
々
硬
い
言
葉
で
も
愛
着
が
湧
い
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
天
気
予
報
で
も
使
わ
れ
る
気
象
用
語
か

ら
、
季
節
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

七
十
二
候
（
し
ち
じ
ゅ
う
に
こ
う
）
の

一
つ
。
昔
は
腐
っ
た
草
が
、
ホ
タ
ル
に
な

る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
が
多

く
出
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
梅
雨
入
り
と
重

な
り
ま
す
。
梅
雨
は
「
黴
雨
」
と
も
書
き

ま
す
が
、
ま
さ
に
黴
（
か
び
）
が
生
じ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

春
の
到
来
を
告
げ
る
雷
。
冬
眠
し
て
い

る
地
中
の
虫
を
起
こ
す
と
し
て
、「
虫
出

し
の
雷
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
主
に
寒
冷

前
線
が
通
過
す
る
際
に
発
生
し
ま
す
が
、

天
気
の
急
変
や
落
雷
、
突
風
、
ひ
ょ
う
を

伴
う
こ
と
が
あ
る
の
で
油
断
で
き
ま
せ

ん
。

う
ぐ
い
す
の
初
鳴
日

あ
い
の
風

チ
ン
ダ
ル
現
象

猛
暑
日

腐
草
為
蛍
（
く
さ
れ
た
る
く
さ
）

ほ
た
る
と
な
る

春　

雷
（
し
ゅ
ん
ら
い
）

気
象
用
語
の

天
気
予
報
で
季
節
を
感
じ
よ
う

春
編

夏
編



　

太
陽
の
近
く
を
通
る
雲
が
、
赤
や
緑
な

ど
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
る
現
象
。「
慶
雲
」

や
「
瑞
雲
（
ず
い
う
ん
）」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
、
昔
か
ら
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
見
た
目
の
美
し
さ
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際

は
特
別
珍
し
い
と
い
え
る
ほ
ど
の
現
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

雪
の
重
さ
で
樹
木
の
枝
が
折
れ
な
い
よ

う
、
縄
や
針
金
で
枝
を
つ
っ
て
お
く
こ

と
。
傘
の
よ
う
な
形
に
な
る
も
の
が
多
い

よ
う
で
す
。
湿
っ
た
重
た
い
雪
が
降
る
北

陸
で
効
果
的
で
す
が
、
最
近
で
は
雪
の
少

な
い
太
平
洋
側
の
日
本
庭
園
な
ど
で
も
目

に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

気象予報士

（ウェザーマップ）

イラスト：MDRデザイン事務所

1950年愛知県名古屋市生まれ。
財団法人日本気象協会を経て
1992年、全国初のフリーお天
気キャスターとなり、気象予報
会社・株式会社ウェザーマップ
を設立。親しみやすいキャラク
ターと個性的な気象解説で人気
を集め、テレビやラジオなど多
方面で活躍中。

　

漢
字
で
は
「
気
嵐
」
と
書
き
ま
す
。
海

な
ど
の
水
面
か
ら
霧
が
立
ち
上
る
現
象

で
、
気
象
用
語
で
は
「
蒸
気
霧
」
と
い

い
、
気
温
が
下
が
る
早
朝
に
多
く
発
生
し

ま
す
。
主
に
北
日
本
や
東
日
本
北
部
な
ど

寒
い
地
方
で
見
ら
れ
、
け
あ
ら
し
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
な
場
所
も
あ
り
ま

す
。

　

七
十
二
候
の
一
つ
で
９
月
17
日
ご
ろ
。

子
育
て
を
終
え
た
ツ
バ
メ
が
南
へ
渡
っ
て

い
く
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
農
薬
が
な

か
っ
た
時
代
、
ツ
バ
メ
は
稲
の
害
虫
を
食

べ
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
し
た
。
ま

た
、
人
家
の
軒
下
に
巣
を
作
る
こ
と
で
、

落
雷
や
火
事
を
防
ぐ
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
終
わ
り
か
ら
10
月
初
め
こ
ろ
に
、

曇
り
や
雨
の
日
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
梅
雨
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
南
岸
沿
い
に
秋
雨
前
線
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
台
風
の
接
近
と
重
な
っ
た

場
合
は
記
録
的
な
大
雨
と
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

彩　

雲

雪
つ
り

森田正光さん

け
あ
ら
し

玄
鳥
去
（
つ
ば
め
さ
る
）

秋　

雨

風
物
詩

　

七
十
二
候
の
一
つ
。
12
月
半
ば
あ
た

り
、
熊
は
冬
眠
の
前
に
大
量
の
食
物
を
必

要
と
し
ま
す
が
、
人
里
ま
で
下
り
て
人
と

遭
遇
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
は
冬
眠
で
き
な
い
「
不
眠
熊
」

が
冬
場
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
暖
冬
が

一
因
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

熊
蟄
穴
（
く
ま
あ
な
に
こ
も
る
）

秋
編

冬
編



古  

坂
　
　
房  

選

俳
句
募
集

※一人はがき１枚に作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

バ
ス
に
乗
る
緑
雨
の
傘
を
振
り
払
ひ

復
元
の
技
の
巧
み
や
夏
燕

ぼ
う
た
ん
の
吐
息
の
如
く
崩
れ
け
り

竹
皮
を
脱
ぎ
月
光
を
纏
ひ
け
り

月
遅
れ
男
の
子
の
節
句
幟
立
つ

ワ
ク
チ
ン
を
終
へ
て
安
堵
の
新
茶
か
な

ふ
る
さ
と
の
草
の
匂
ひ
の
朴
葉
巻

駅
舎
借
り
日
々
喧
騒
の
つ
ば
く
ら
め

お
帰
り
の
子
等
は
ス
キ
ッ
プ
風
薫

針
箱
は
母
の
形
見
よ
梅
雨
深
し

二
の
腕
の
痹
れ
残
し
て
昼
寝
覚
め

初
採
り
の
胡
瓜
の
サ
ラ
ダ
旨
き
か
な

杜
若
咲
き
揃
い
た
る
雨
晴
間

滝
音
に
感
嘆
の
声
消
さ
れ
け
り

雨
垂
れ
を
眺
め
ま
ど
ろ
む
梅
雨
の
朝

夏
帽
子
予
防
接
種
の
列
に
入
る

立
葵
明
日
を
め
ざ
し
て
咲
登
る

風
薫
一
月
お
く
れ
の
金
兜

雲
行
き
に
葉
裏
か
く
れ
の
か
た
つ
む
り

草
毟
る
友
の
訃
報
や
雨
も
や
ふ

コ
ロ
ナ
禍
や
ナ
ン
チ
ャ
ラ
ホ
イ
の
夏
祭

よ
う
よ
う
に
厚
物
仕
舞
ふ
更
衣

南
木
曽　

平　

田　

さ
ち
子

上　

松　

村　

仲　
　
　

徹

王　

滝　

水　

宅　

ゆ　

き

贄　

川　

小
澤　

ゆ
ず
り
ん

上　

松　

徳　

原　

キ
ヨ
子

上　

松　

池　

田　

郁　

代

南
木
曽　

楯　
　
　

美　

江

大　

桑　

加　

藤　

孝　

治

上　

松　

武　

居　

和　

江

開　

田　

橋　

本　

和　

子

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

上　

松　

久
保
田　
　
　

隆

大　

桑　

垣　

外　

安
喜
子

福　

島　

和　

田　

迪　

子

日　

義　

手　

塚　

フ
サ
子

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

木　

祖　

岩　

原　

政　

広

上　

松　

高　

柳　

和　

義

南
木
曽　

赤　

坂　

嘉　

昭

大　

桑　

目　

谷　

勝　

義

南
木
曽　

赤　

坂　
　
　

敏

王　

滝　

小　

山　
　
　

誠

【
選
評
】
●
さ
ち
子
さ
ん
…
梅
雨
時
必
要
な
傘
も
、
車
の
乗
り
降
り
に
は
ど
う
し
て
も
少
し
は
濡
れ
て

し
ま
う
。
作
者
は
緑
雨
の
傘
を
払
う
と
。
さ
わ
や
か
さ
に
感
心
で
す
。

●
徹
さ
ん
…
…
…
完
成
し
た
庁
舎
の
こ
と
と
思
う
。
立
派
に
復
元
し
た
庁
舎
を
祝
う
か
に
燕

が
飛
び
交
っ
て
居
る
喜
び
の
詩
。

●
ゆ
き
さ
ん
…
…
牡
丹
の
華
や
か
な
花
だ
け
に
、
散
り
ゆ
く
さ
ま
の
哀
れ
さ
。
吐
息
の
よ
う

と
は
言
い
得
て
い
る
。

選
者
の
一
句

  

降
り
足
り
ぬ
雨
雲
流
る
半
夏
生

尾
羽
林
も
と
ゑ  

選

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

夕
焼
け
空
花
い
ち
も
ん
め
わ
ら
ぞ
う
り
杳
き
日
が
顕
つ
山
鳩
鳴
け
ば

木　

祖　

佐
々
木　

千
代
子

週
一
の
仲
間
が
集
う
お
茶
会
は
一
時
間
半
の
つ
き
な
い
お
喋
り

木　

祖　

武　

重　
　
　

慧

露
を
お
く
草
分
け
入
り
て
牛し

尾お

菜で

採
る
山
菜
の
王
を
さ
が
す
醍
醐
味

開　

田　

嶽　

見　

和　

子

蔓
バ
ラ
の
茂
み
に
み
つ
け
し
鵙も
ず

の
巣
を
見
守
る
初は
つ

夏な
つ

こ
こ
ろ
和
ら
ぐ

王　

滝　

三　

浦　

美　

春

道
行
け
ば
凡
帳
面
に
薪
積
み
上
げ
て
軒
に
は
大
き
玉
葱
ゆ
る
る

上　

松　

古　

田　

澄　

子

リ
モ
ー
ト
に
て
孫
の
試
合
を
応
援
す
声
届
か
ね
ど
笑
顔
が
嬉
し

上　

松　

原　
　
　

き
よ
子

一
匙
の
命
を
つ
な
ぐ
白
き
粥
に
媼
は
僅
か
に
口
元
ゆ
る
め
る

上　

松　

徳　

原　

キ
ヨ
子

嫁
ぎ
来
し
七
十
年
を
共
に
生
き
色
た
が
え
ず
て
庭
の
紫
陽
花

大　

桑　

科　

野　

八　

重

梅
雨
前
の
新
緑
映
ゆ
る
好
天
に
じ
ゃ
が
芋
の
花
咲
き
そ
ろ
ひ
た
り

大　

桑　

金　

澤　

紀　

子

抱
卵
を
途
中
に
て
止
め
し
ツ
バ
メ
ら
よ
何
の
事
件
に
見
舞
わ
れ
た
る
や

大　

桑　

生　

路　
　
　

聰

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が
ナ
イ
ス
な
音
を
土
産
と
し
日
本
上
陸
懐
か
し
き
日
よ

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

歌
壇
欄
に
常
連
の
人
載
ら
ざ
れ
ば
安
否
気
に
な
る
五
月
雨
の
降
り

南
木
曽　

田　

口　

徳　

隆

佳　

作

【
選
評
】
①
軒
先
あ
た
り
に
鶺せ

き

鴒れ
い

が
巣
を
掛
け
、
雛
を
育
て
て
い
て
、
賑
や
か
だ
っ
た
そ
の
声
が
巣
立
ち

を
し
て
何
時
か
し
な
く
な
っ
た
。
結
句
が
巧
妙
で
よ
い
。

②
玉と
う

蜀も
ろ

黍こ
し

の
出
荷
を
考
え
て
、
時
期
を
ず
ら
し
て
種
を
蒔
く
の
で
あ
ろ
う
。
上
の
句
に
心
情
が

表
出
さ
れ
、「
新
種
を
選
ぶ
」
に
農
へ
の
意
欲
が
窺
え
る
。

③
木
曾
路
は
ま
さ
に
青
若
葉
の
侯
。
旅
は
お
う
お
う
に
し
て
詩
人
に
さ
せ
る
。

秀　

作

①

朝
あ
さ
を
賑
は
ひ
通
し
し
鶺
鴒
の
巣
立
ち
終
へ
し
か
し
ん
と
し
て
青
葉

新　

開　

池　

井　

十
与
子

②

郭
公
の
声
に
急
か
さ
れ
も
ろ
こ
し
の
最
後
の
種
ま
く
新
種
を
選
び

日　

義　

越　

取　

思
正
子

③

木
曾
路
ゆ
く
四
方
山
す
べ
て
若
青
葉
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ
独
り
身
の
旅

奈
良
井　

工　

藤　

勇　

三

短
歌
募
集

※一人はがき１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
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［編集の都合により、８月末日までの到着はがきにて選考いたします。《10月号掲載作品を募集中です》］



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおお
天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
ンンンン
ダダダダ
ーー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

手
軽
に
健
康

手手手手手手手
軽軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手手
指指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

　

梅
雨
が
終
わ
っ
て
台
風
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
来
ま
す
。
大
雨
や
台
風
に

よ
る
災
害
に
備
え
て
お
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

気
象
庁
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
や
浸
水
害
、
洪
水
害
の
危
険
度
を

５
段
階
で
示
し
た
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
10
分
ご
と
に
最
新
情
報
に

更
新
さ
れ
、
危
険
度
が
ど
れ
く
ら
い

か
地
図
上
に
色
で
示
さ
れ
ま
す
。

　

５
段
階
の
う
ち
一
番
上
、
警
戒
レ

ベ
ル
５
は
過
去
の
重
大
な
災
害
発
生

時
に
匹
敵
す
る
状
況
、
２
番
目
の
レ

ベ
ル
４
は
、
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場

所
で
は
全
員
安
全
な
場
所
へ
速
や
か

に
避
難
す
る
目
安
、
３
番
目
の
レ
ベ

ル
３
は
、
高
齢
者
な
ど
避
難
に
時
間

が
か
か
る
人
が
避
難
を
始
め
る
目
安

で
す
。

　

気
象
庁
は
、
危
険
度
分
布
の
情
報

を
よ
り
多
く
の
人
に
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
名
称
を
定
め
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
「
土
砂
キ
キ
ク
ル
」「
浸
水
キ

キ
ク
ル
」「
洪
水
キ
キ
ク
ル
」
と
い

い
ま
す
。
キ
キ
ク
ル
を
活
用
し
て
身

を
守
る
行
動
に
つ
な
げ
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

キ
キ
ク
ル
の
活
用
を

手
の
ひ
ら
た
た
き
で
眠
気
を
解
消

　

仕
事
中
や
運
転
中
に
、
い
つ
の
間
に

か
眠
気
に
襲
わ
れ
て
…
…
。
そ
ん
な
経

験
が
あ
る
人
は
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

日
中
の
急
な
眠
気
は
、
集
中
力
が
低
下

し
て
仕
事
の
効
率
も
ダ
ウ
ン
し
ま
す
。

特
に
夏
の
暑
さ
は
自
律
神
経
に
負
担
を

か
け
る
要
因
に
な
り
、
眠
気
や
集
中
力

の
低
下
を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
の
対
処
法
と
し
て
、
手

の
ひ
ら
た
た
き
体
操
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ど
ち
ら
が
グ
ー
か
パ
ー
か
、
ど
ち

ら
の
手
で
た
た
く
か
、
瞬
間
的
に
使
い

手のひら、こぶしを続けてたたく

き り と り 線
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おもて

分
け
る
運
動
能
力
が
身
に
付
い
て
い
き

ま
す
。
一
見
シ
ン
プ
ル
な
体
操
で
す

が
、
集
中
力
が
必
要
で
、
脳
へ
の
刺
激

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す
ぐ
に
で
き
る

体
操
な
の
で
、
覚
え
て
お
く
と
便
利
で

す
。

　

ぬ
る
め
の
お
風
呂
、
質
の
良
い
睡

眠
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

腹
八
分
目
な
ど
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
も
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
秘ひ

訣け
つ

で

す
。

⑴右手のこぶしで、左
手のひらをたたきます。

⑵左手のこぶしで、右
手のひらをたたきます。

⑶右手ひらで、左手の
こぶしをたたきます。

⑷左手のひらで、右手
のこぶしをたたきます。
以上の⑴～⑷の体操を
続けて繰り返します。

　　　　　 最初はゆっくりで構わないので、「イチ、ニ、サ
ン、シ」と声に出しながら正確に行いましょう。
３回ほどスムーズに繰り返せるようになったら、
少しずつスピードを上げましょう。

ポイント



き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」開催ご案内
・場所：ＪＡ虹のホールきそ
・時間：9時～17時

■事前相談のおすすめについて
葬儀の事前相談という言葉を聞いたことがあ
りますか？「備えあれば憂いなし」ということ
わざがあるように、近年事前相談をされる方が
増えています。
《事前相談のメリット》
・いざという時慌てず事前に準備ができる
・おおよその費用を知ることができる、など　
　故人様と過ごした日々を愛おしむためにも一
度私たちと一緒に準備してみませんか？

ＪＡバンク ＪＡバンク 年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、印
鑑をご持参ください。

・８月19日㈭　南部支所（旧大桑支所）
・９月９日㈭　上松支所
　相談時間　10時～15時30分

開
催
日

８／21 ㈯ ８／27 ㈮ ９／２ ㈭
９／７ ㈫ ９／13 ㈪

●７月30日㈮開催
【協議事項】
①６月末事業状況について
②令和３年度上期中間監事監査報告について
③未利用口座管理手数料制度導入における手数
料の設定について
④保護預かり規程県振替決済口座管理規程通帳
式・取引残高報告書式の一部改正について
⑤貯金規定における別途表示の設定について
⑥信用事業方法書の一部変更について
 ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②業務体制に関する事項の報告について
③早期警戒制度の実施に伴う農業協同組合に関
する経営状況等の報告について
④自主（自店）検査結果報告について
⑤農業生活・金融・共済各事業報告について
 ほか

理事会だより理事会だより

　休日にゆっくり相談したいという地域の皆様
のニーズにお応えして、休日ローン相談会を
開催いたします。住宅・マイカー・教育など、
ローンのことなら何でもＪＡにご相談ください。
■開催日　８月15日㈰・９月５日㈰
■場　所　ローンセンター
　　　　（中部支所内〈旧 木曽福島支所〉）
■時　間　10時～15時

ＪＡバンクＪＡバンク休日ローン相談会休日ローン相談会のお知らせのお知らせ



令和３年６月中にいただいたおたよりから令和３年６月中にいただいたおたよりから

一昨年、ミニ菜園を始めようと思ったのが、やっと
今年ミニトマト、パプリカの苗を植えました。早々
に虫（てんとう虫もどき）に食われ、どうしてよい
かわからず、農協（巣山さん）にTEL。てんとう虫
もどきがじゃがいもにつくということや、どの薬を
使えばいいのか、教えてもらいました。あともう少
しスペースがあるので何を作ろうか考え中です。 
 （木祖：宮川さん　65才）

おたよりコーナー

軒下にぶら下がっている玉葱をみて、“小さい玉葱
だなー”“小さい玉葱だなー”と言っていると、去
年よりすごい大きいよ、と娘。そうかやーと私。次
にやって来たのがニンニク。立派なのは７個程。後
はやはり小さい。順番に私の元にやってくる息子が
丹精こめて作った作物。有難くいただきます。そし
て元気と力をもらいます。感謝、感謝。
 （王滝：元島さん　97才）

と
々
い
虫

今年は作物の成長が遅い。陽気のせいか私の手入
れ不足かわからないけど、果菜類が今一です。夏
休みに孫がもぎに来るので楽しみにしています。
 （木祖：原さん　69才）

今年は梅を沢山いただいたので、梅酢に、梅
ジュースに、そして初めての梅干し作り。今
回、梅“干し”の“干し”の意味を初めて知り
ビックリしました。 （大桑：原田さん　55才）

山々の緑も色よくなって外出も少し出来たら良い
のですが、身体も自由にならず、家の中の生活が
多い日々…。元気にもう少し頑張れるかナァと思
う日々です。 （南木曽：塚本さん　81才）

今年は、ほう葉巻作りに挑戦してみました。つ
ぶあんは息子がスマートホンを見ながら作って
くれました。とても美味しくできました。
 （南木曽：西さん　88才）

ＪＡグループ 家の光協会　 〒162-8448　東京都新宿区市谷船河原町11　TEL 03-3266-9039
http://www.ienohikari.net



重い荷物を運ぶ
長時間の立ち作業等、
腰全体を
しっかりサポート 左右のベルトを軽く引くだけで本体背部が中心に寄り腰を

ガッチリ固定。４本の樹脂ステーによりホールド感アップ！

ガッチリ
固定！

詳細はコチラ

※写真は上半身と下肢パーツセットでの使用例

ダーウィン サット
（上半身）

ダーウィン
サット
下肢パーツ

《注文・お問い合わせ》《注文・お問い合わせ》
ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112

烏追いとモグラ撃退烏追いとモグラ撃退 日本マタイ 光で威嚇！

紫外線に強い！紫外線に強い！

８月のお休み：12日㈭～13日㈮、31日㈫…棚卸しのため　　定休日：毎週水曜日
営業時間：午前8：30～午後5：30　グリーンファームきそ　☎22-3061

（価格は税込みです）

モグラーズモグラーズ

アニマルガードネットアニマルガードネット（ラッセル編）（ラッセル編）

1,7901,790 円円

1,1501,150 円から円から 22,,020 円円

1,9801,980 円（税込）円（税込） 1,9801,980 円（税込）円（税込）

虫よけ線香ですが有効成虫よけ線香ですが有効成
分のメトフルトリンは殺分のメトフルトリンは殺

広い農場での獣害対広い農場での獣害対
策、ベランダ・庭先策、ベランダ・庭先
などの獣避けに。などの獣避けに。

・紫外線98％・紫外線98％
・ 着用したまま飲み物が飲める・ 着用したまま飲み物が飲める
・素材ポリエステル100％・素材ポリエステル100％
・色： ブラック、ピンク、ベージュ・色： ブラック、ピンク、ベージュ

・気化熱作用で、ひんやり快適・気化熱作用で、ひんやり快適
・ くり返し洗濯してもUVカッ・ くり返し洗濯してもUVカッ
ト効果持続ト効果持続
・色： ベージュ、ライトグレー、・色： ベージュ、ライトグレー、

ネイビーネイビー

丈夫な猿よけ網丈夫な猿よけ網

富士錦 パワー 森林香 赤函富士錦 パワー 森林香 赤函

富士錦 獣よけ線香富士錦 獣よけ線香

ドットヤケーヌドットヤケーヌ
日焼け防止専用マスク“ヤケーヌ”

ヤケーヌ爽COOLヤケーヌ爽COOL

DARWING SATT
ダーウィン サット（上半身）

DARWING SATT　下肢パーツ
ダーウィン サット 下肢パーツ

品番 サイズ カラー 身長 仙骨周囲
E-0941 LL（XL） ブラック 180～198㎝ 105～125㎝
E-0942 L グリーン 166～185㎝ 95～115㎝
E-0943 M オレンジ 148～166㎝ 75～95㎝

品番 サイズ 大腿周囲
E-0947 フリー 35～65㎝

日本製

日本製

メッシュアクションギアクラシック

品番 サイズ 腸骨周囲
E-1041 LL（XL） 100～120㎝
E-1042 L 85～105㎝
E-1043 M 70～90㎝

・ ２種類の金属音を発生させ、・ ２種類の金属音を発生させ、
モグラを寄せ付けません。モグラを寄せ付けません。
・ プロペラと尾翼の反射板・ プロペラと尾翼の反射板
で、風の有無にかかわらずで、風の有無にかかわらず
鳥を驚かせ退散させます。鳥を驚かせ退散させます。
・組み立て時全長：約150㎝・組み立て時全長：約150㎝

（三脚付）（三脚付）

赤と青のLEDが交互に赤と青のLEDが交互に
点滅することにより、点滅することにより、
イノシシやシカなどのイノシシやシカなどの

ソーラー防獣ライトソーラー防獣ライト・ 張りやすい、かんたんネット・ 張りやすい、かんたんネット

44,,280280 円円

・網目：5㎝・網目：5㎝
・サイズ：3ｍ×20ｍ・サイズ：3ｍ×20ｍ

・ サルなどの動物が登りにくいナ・ サルなどの動物が登りにくいナ
イロンテグスの菱目網です。イロンテグスの菱目網です。
・ ・ 手足に絡まりやすく、嫌がります手足に絡まりやすく、嫌がります
・網目：4.5㎝・網目：4.5㎝
・サイズ：3ｍ×20ｍ・サイズ：3ｍ×20ｍ

・ 簡易フェンスとして手・ 簡易フェンスとして手
軽な防獣対策に。庭や軽な防獣対策に。庭や
菜園を動物の侵入から菜園を動物の侵入から
守ります。網目16㎜。守ります。網目16㎜。

１ｍ×10ｍ、２ｍ×５ｍ、１ｍ×10ｍ、２ｍ×５ｍ、
１ｍ×20ｍ、２ｍ×10ｍ１ｍ×20ｍ、２ｍ×10ｍ

虫及び忌避、両方虫及び忌避、両方
に効果があります。に効果があります。 22,,220220 円円

警戒心を刺激し、田畑警戒心を刺激し、田畑
の農作物被害に対しての農作物被害に対して
有効です。有効です。11,,280280 円円

猿よけ用網

22,,580580 円円

イイイ 嚇光で威威光で光 嚇威光光で威嚇！

）す）す）す）すすす）

よよよよけ用けけ 網猿よけ用網

防獣・防鳥特集

16,50016,500 円（税込）円（税込）

5,5005,500 円（税込）円（税込）

7,4807,480 円（税込）円（税込） LLLL（XL）（XL）サイズサイズ7,8107,810 円（税込）円（税込）



※インターネットから仮申込みをされたお客様が対象です。
※インターネットからの仮申込みにおける金利軽減については、ＪＡ所定の金利軽減条件を満たす必要がある場合が
あります。
※お借入期間中に、金利軽減条件を満たさない場合や、ご返済の滞りなどが発生した場合は、金利軽減を中止させて
いただく場合があります。
※金利軽減条件など、詳しくはＪＡ金融窓口までお問い合わせください。
※住宅ローンはインターネットからの仮申込みに
　おける金利軽減の対象外です。

ＪＡバンクからのお知らせ

ネットでいつでも
仮申込み！

お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　なすの紫色の成分であるナスニンは、ストレ
スや食品添加物、タバコ、激しい運動、多量飲
酒、紫外線、加齢などで増える活性酸素の発生
を抑えたり、コレステロールの吸収を抑える作
用などがあるといわれています。ナスニンは水
溶性のため、油で揚げることにより、栄養もお
いしさも閉じ込めることができます。

一口メモ

① なすは一口大に切ります。
② 玉ねぎは粗みじんにします。

豚しゃぶしゃぶ用 … 200ｇ　　　トマト …………… 1/2個  塩・こしょう ……… 少々
酒 …………………… 大さじ１ レタス …………… ３枚程度 らっきょう酢 ……… 大さじ2
なす ………………… １個 揚げ油 …………… 適量  カレー粉 …………… 小さじ1/2程度
玉ねぎ ……………… 1/4個 オリーブオイル … 大さじ１

③ トマトは１㎝角、レタスは食べやすい大きさにちぎります。
④ 鍋に湯を沸かし、沸騰したら酒を加え、煮立たない程度の火加減で豚肉
を１枚ずつ茹でます。

⑤ ④をバットに並べ、カレー粉少々を振りかけ、そのまま冷まします。
⑥ 揚げ油を170℃程度に熱し、①を素揚げします。
⑦ フライパンにオリーブオイルを熱し、②を焦がさないように炒めます。
⑧ 玉ねぎが半透明になったら③を加えて炒めます。
⑨ 全体に油が回ったら塩・こしょうで味を調え、火を止めます。
⑩ ⑨が冷めたららっきょう酢とカレー粉を加え味を馴染ませます。
⑪ 皿に⑤と⑥を盛り、⑩をまわしかけます。
※⑩のカレーソースに茹で豚と揚げなすを加え、そのまま冷ましてマリネ風
にしても美味しくお召し上がりいただけます。



■ テ  ー  マ 『木曽の風景』…木曽の自然・農業・くらし、農村の四季の風景や風物詩、農作業の様子。
■ 撮影地域 ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）で2019年１月１日以降に
 撮影したもの。
■ 募集期間 2021年（令和３年）１月１日～８月31日
■ 応募資格 ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）に在住の方。
■ 応募規格 ⑴デジタルカメラで撮影したカラー写真に限ります。
    （1,000万画素以上、JPEG形式、最高画質モード、
 　  合成、加工・修正・組写真不可、携帯電話での撮影は不可）
 ⑵写真サイズは横長の写真とします。
 ⑶被写体の肖像権（顔の判別不可含む）については撮影者が必ず了解を得てください。
■ 応募方法 ⑴応募作品のプリント見本（カラープリントＡ４判）をご提出ください。
 　各部門一人何点でも応募可能です。ただし、未発表の作品に限ります。
 ⑵下記項目を写真裏面に記載してください。
 　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤タイトル　⑥撮影地、撮影時期（年月）
■ 審　　査 ＪＡ木曽の関係者等により厳正に審査を行います。
■ 発　　表  審査結果は、ＪＡ広報誌、ホームページ等で発表します。採用者には別途、審査結果をご連絡

し、写真データ（ＣＤ-Ｒ又はＥメール）を提出していただきます。
■ 賞（褒賞） カレンダー部門賞　 ４名…採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券10,000円＋副賞
 広報誌表紙部門賞　13名…採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券 5,000円＋副賞
 応募者全員に参加賞を進呈
応募に際しては、応募上の注意事項等を定めた応募要項がありますので必ずご覧ください。ＪＡ木曽各支所、
本所にご用意しています。当ＪＡのホームページでもご覧いただけます（アドレス　本ページ欄外参照）。

〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1　ＪＡ木曽 企画管理部 組合員課 広報係
電話  0264-22-2128　　Ｅメール  kouhou@kis.nn-ja.or.jp

環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
2021.８月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島3807-1 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

応募作品送付と
お問い合わせ先

　今回は７月16日に実施した「さわやか教室」の奈良
井宿ウォーキングで立ち寄った歴史民俗資料館展示の神
輿からの問題です。上と下の写真を比べると、３ヵ所の
間違いがあります。挑戦してください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌９ページ下
段の用紙を切り取ってご利用ください。答えとＪＡや広
報誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で10名の方に
S＆B「ゴールデンカレー」２箱
 （辛口・中辛、198ｇ）をプレゼント。　　
（一部発表は発送をもって代えさせていただきます。）
◎応募の締切　８月31日㈫
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

７
月
号
の
答
え

①
・
⑥
・
⑧
で
し
た
。

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

おめでとうございます
６月号当選者は
奥原シズ子さん
田口　雪子さん
佐口　幸子さん
徳原　文子さん
吉田希世子さん
塚本　富士さん

ほか６名


